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「しがのふるさと支え合いプロジェクト」で５地区が協定締結 

中山間地域で協働活動の輪が広がります！ 

 
 中山間地域は、私たちの食料生産の場であるだけでなく、そこに暮らす人々の営みにより、

水源涵養や生態系保全等の多面的機能が維持され、豊かな自然環境や農地、伝統文化などの

地域資源が育まれてきました。しかし、人口減少や高齢化などにより集落機能が低下し、地

域資源の保全が難しくなっています。 
県では、平成 30 年度より中山間地域の集落と企業、大学、NPO 法人等が協定を締結して行

う地域活性化の取組を支援する「しがのふるさと支え合いプロジェクト」を推進しています。

現在、８地区で協定を締結されて協働活動に取り組まれており、今年度は下記５地区で新た

に協定を結ばれることになりました。 
 ２月５日（金）に三日月知事立会いのもと、５地区合同の協定締結式を開催します。 
 あわせて、２月 12 日（金）に、当プロジェクトに興味をお持ちの企業や大学、集落の方を

対象に、取り組みへの参加のきっかけづくりとしていただける Web セミナーを開催しますの

で御案内します。 
 

記 

 
 
１．協定締結式について 

（１）日時・場所 
日 時：令和３年２月５日（金）13 時 45 分～14 時 15 分 
場 所：滋賀県公館ゲストルーム 

 
（２）当日の流れ 

開会 
   協定者自己紹介                 

   協定書署名                     

   立会人挨拶                    

   写真撮影                      

閉会      
                     

 

記者発表資料 



（３）協定締結地区および団体 
活動地区：栗東市走

はし

井
り

地区 

株式会社パソナ 第２営業部 パソナ・滋賀（草津市）       

明日の走井を考える会（栗東市）        

 
  活動地区：甲賀市上

かみ

野川
の か わ

地区 

   湖南農業高等学校（草津市）             

宮
みや

ベリー（上野川営農組合ブルーベリー部会、甲賀市）      

 

活動地区：甲賀市山女
あ け び

原
はら

地区  

株式会社あぐりきっず（東近江市）        

山女原棚田ボランティア委員会（甲賀市）    

 

活動地区：長浜市布勢
ふ せ

地区 

認定特定非営利活動法人つどい（長浜市）   

布勢町自治会（長浜市）  

             

活動地区：高島市鵜川
う か わ

地区 

株式会社パソナ農援隊（東京都）       

鵜川棚田保存会（高島市）         

 
（４）協定の主な内容 

①株式会社パソナ 第 2営業部 パソナ・滋賀  ⇔  明日の走井を考える会          

＜目的＞ 

栗東市走井において、棚田やあじさいロードの保全活動、都市農村

交流イベント等における協働活動を通じ、地域活性化を図る。 

＜協定における連携・協力事項＞ 

 ・棚田やあじさいロードの保全活動に関すること 

・都市交流活動に関すること 

 

②湖南農業高等学校  ⇔  宮ベリー                           

＜目的＞ 

甲賀市上野川において、遊休農地を活用したブルーベリー園の管

理作業や意見交換を通じて、地域活性化や栽培技術の継承を目指す。 

＜協定における連携・協力事項＞ 

 ・ブルーベリー園の栽培管理と栽培技術の継承に関すること 

 ・上野川地区および宮ベリー園の活性化に関すること 

 

 



③株式会社あぐりきっず ⇔ 山女原棚田ボランティア委員会             

＜目的＞ 

甲賀市山女原地区において、耕作放棄地に植栽したクルミの栽

培・活用や都市農村交流活動、棚田保全活動での協働を通じ、地

域活性化を目指す。 

＜協定における連携・協力事項＞ 

 ・耕作放棄地に植栽したクルミ栽培の支援に関すること 

 ・都市農村交流活動の支援に関すること 

 ・棚田保全活動に関すること 

④認定特定非営利活動法人つどい ⇔ 布勢町自治会                 

＜目的＞ 

耕作放棄地対策として蓮を活用した棚田保全や都市農村交流

活動を協働で行うことにより、農福連携をはじめ、多様な人々が

共生する地域づくりを実現する。 

＜協定における連携・協力事項＞ 

 ・棚田保全活動に関すること 

 ・都市農村交流活動に関すること 

 ・多様な人々が共生する地域づくり 

 

⑤株式会社パソナ農援隊 ⇔ 鵜川棚田保存会                    

＜目的＞ 

棚田保全活動や棚田地域振興策の検討を協働で行うことによ

り、鵜川地区の美しい棚田保全や地域活性化を図る。 

＜協定における連携・協力事項＞ 

 ・棚田保全活動に関すること 

 ・鵜川棚田地域の振興策に関すること 

  

 

 

２．しがのふるさと支え合いプロジェクト Web セミナーについて 

（１）日時 令和３年２月 12 日（金） 

18:00～19:30（Zoom を活用） 

（２）視聴会場 アクティ近江八幡 2 階 研修室 

（３）内容 制度説明、協働活動の報告、交流 

（４）その他 詳細は別添チラシのとおり 

 


